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報道関係各位�

2022年8⽉25⽇�

横濱ベイサイドギターワークス合同会社�

株式会社ミュージックバード�

�

多⾔語同時翻訳ＡＩアナウンサー�

「Virtual�Talking�Head」の全国販売を開始�
〜⽇本全国のコミュニティ放送局に向け、多⾔語情報提供のシステムをサポート〜�

��
横濱ベイサイドギターワークス合同会社（本社：横浜市神奈川区、代表社員：鶴淵�忠成、以下ベイサイド

ギターワークス）と株式会社ミュージックバード（本社：東京都千代⽥区、代表取締役社⻑�雄⾕�英⼀、以

下、ミュージックバード）はこのたび、47⾔語（※）に対応し緊急時にもタイムリーに活⽤できる翻訳と⾳声

合成を活⽤した多⾔語同時翻訳ＡＩアナウンサー「Virtual�Talking�Head（バーチャル�トーキング�ヘッ

ド）」の販売委託契約を締結いたしました。今後、全国のコミュニティ放送局を中⼼に⾃治体での活⽤も視

野に⼊れた拡販・販売体制を協業してまいります。�
※�２０２２年８⽉時点�

�

＜外国⼈増加による地域の活性化とSDGsに⽋かせない多⾔語緊急放送の普及促進＞�
�

少⼦⾼齢化や⼈⼝減少に伴い、外国⼈の⼈⼝が増える全国の各地域では、新型コロナウィルス等の蔓延や

気候変動等の⾃然災害が甚⼤化する中、⾏政からの緊急情報や気象情報の発信、避難情報等を多⾔語で発信

するニーズが⾼まっています。この問題に対し、⾼いＩＴ技術を持つベイサイドギターワークスと国内最⼤

のコミュニティ放送局向けコンテンツネットワークを持つミュージックバードは共に、持続可能でよりよい

社会の実現を⽬指す世界共通の⽬標である「SDGs」を推進することで、地域の活性化と外国⼈も安⼼して住

める街づくりを⽬的として、多⾔語同時翻訳ＡＩアナウンサー「Virtual�Talking�Head」の全国のコミュニテ

ィ放送局への普及を⽬指して参ります。�

�

＜多⾔語同時翻訳ＡＩアナウンサー「Virtual�Talking�Head」について＞�
�

コミュニティ放送局での実体験から⽣まれたサービス�



 

 

多⾔語同時翻訳ＡＩアナウンサー「Virtual�Talking�Head」は、発災時に外国語での情報提供に困難を経験し

たコミュニティ放送局の実体験から着想を得て開発されたサービスです。災害などの⾮常時に、⽇本語およ

び複数の外国語による合成⾳声によって臨機応変な情報提供を実現します。�

�

緊急時に⼈や環境に依存せず「すぐに」使える利便性�
最新のパブリッククラウドを活⽤し、⽇本語の⽂章を複数の外国語に同時翻訳すると共に、各⾔語の読み上

げ⾳声もリアルタイムに⽣成します。多⾔語同時翻訳ＡＩアナウンサー「Virtual�Talking�Head」はクラウド

サービスとして提供されるため、専⽤の機材などを⽤意することなく、�⽇常の業務で使うパソコンからWe

ブラウザーで利⽤可能です。また、パソコンに不慣れな⽅の利⽤を配慮し、数クリックの操作で合成⾳声を

作成・再⽣できるシンプルなユーザー�インターフェイスを採⽤しています。�

�

原稿の翻訳や話者の確保に掛かる費⽤を削減�
多⾔語同時翻訳ＡＩアナウンサー「Virtual�Talking�Head」を使⽤することで、原稿の翻訳や外国語での読み

上げに必要となる話者(パーソナリティーなど)の確保に必要となる諸経費の削減が期待できます。�

また、緊急時であっても、⽇常の業務で使うパソコンから合成⾳声によって原稿を読み上げることができる

ため、話者の確保に掛かる⼿間や、話者不在による情報提供の機会損失を低減できます。�
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Virtual�Talking�Head�メイン画⾯�

�

�
�

�



 

 

＜多⾔語同時翻訳ＡＩアナウンサー「Virtual�Talking�Head」の開発経緯＞�

�

構想のきっかけは⼤型台⾵による発災時の苦い実体験�
多⾔語同時翻訳ＡＩアナウンサー「Virtual�Talking�Head」の開発は、2019年に猛威を振るった台⾵15号と1

9号が⽴て続けに上陸した際のコミュニティ放送局での実体験がきっかけとなっています。�

外国語で避難勧告や避難所の開設情報を伝えたくても、重なる悪天候などの影響で原稿の翻訳や読み上げを

託せるスタッフを確保できず、ほとんどの情報を⽇本語でしか伝えることができませんでした。�

結果として、もっとも重要な有事での外国語対応に脆弱性があることを深く認識することとなりました。�

�

この苦い経験をきっかけに「⼈や環境に依存せずに外国語での放送を実現する」必要性を強く感じ、実際の

現場体験から仕様などの構想をまとめ、ベイサイド�ギターワークスが製品の企画策定・実装開発に着⼿、最

新のパブリック�クラウド�サービスを活⽤した機械翻訳と⾳声合成を活⽤した、多⾔語同時翻訳ＡＩアナウン

サー「Virtual�Talking�Head」を開発するに⾄りました。�

�

＜想定される活⽤イメージ＞��
�

l コミュニティ放送局での利⽤シーン�
Ø 緊急時や災害時における、外国語を交えた臨機応変なリアルタイム情報発信�

Ø 地域で⽣活をする外国⼈居留者に向けた⽣活情報の発信（地域のイベントや⾃治体からの告知など）�

Ø 地域の観光エリアなどにおける外国⼈観光者に向けた多⾔語でのアナウンス放送�

�

l ⾃治体での利⽤シーン�
Ø 地域在局のコミュニティ放送局を通じた防災割込放送における外国語での原稿読み上げ�

Ø 防災無線による外国語を交えた平時、緊急時、災害時における臨機応変な情報伝達（放送）�

Ø 避難所や⼀時避難場所等における外国⼈への情報伝達（放送）�

�

l イベント会場や国際会議場の利⽤シーン�
Ø 外国語を交えた緊急時、災害時における臨機応変な情報発信�

Ø イベントや会議の状況に応じた会場及び主催者からの外国語を交えた案内�
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＜横濱ベイサイドギターワークス合同会社について＞�

�

［会社名］� 横濱ベイサイドギターワークス合同会社（https：//www.vth.jp）�

［代表者］� 鶴淵�忠成�

［設� ⽴］� 2020年9⽉�



 

 

［本� 社］� 神奈川県横浜市中区⽯川町１−２４−１�

［事業概要］�
・ ⾳響機材および⾳響、映像、放送に関わるソフトウェアの企画、開発、販売�

・ 多⾔語同時翻訳ＡＩアナウンサー「Virtual�Talking�Head」の企画、開発、運営�

［お問合せ］�
バーチャルトーキングヘッド事業部�

info@vth.jp�

�

＜株式会社ミュージックバードについて＞�

�

［会社名］� 株式会社ミュージックバード（https://musicbird.jp/cfm/）�

［代表者］� 雄⾕�英⼀�

［設� ⽴］� 1986年５⽉�

［本� 社］� 東京都千代⽥区麹町１−８�JFNセンター５階�

［事業概要］�

・ ⺠間通信衛星による⾳楽ならびに、データの放送事業�

・ ⾳楽番組、データ放送番組の制作、販売及び企画の販売�

・ 受信機器類および付帯設備の販売ならびに賃貸�

［お問合せ］�

コミュニティ＆ネットワーク部�

03-3261-8184�/�vth@musicbird.co.jp�

※ Virtual�Talking�Head�の試⽤/導⼊等に関するご相談も承ります�

�


